
 
中学校給食事業の改善の取組について 
 
・主な改善の状況 
 
 １ 温かいおかずの提供 
   食缶を利用した温かいカレー（6月～） 
   汁物を週 2回提供（7月～） 
   食缶を利用した温かい給食を月 3回程度提供（10月～） 
   
 ２ 分量調整（おかわり対応） 
   デリバリーにより、おかわり用ご飯を各学校に提供（8月～） 
 
 ３ 献立内容の改善 
   新献立開発のためのモニター事業として、「かるしおレシピ」で調理した料理の試食

会を 24区で開催し、試食会で人気の高かったメニューの献立への反映（11月～） 
 
   6月に実施した生徒アンケートを踏まえた献立への反映（10月～） 
 
 ４ 配膳の効率化 

配膳時間の短縮・効率化に向けて配膳備品の改善等を進めている 
 
 ５ 異物混入対策 

二学期より異物混入対策を一層強化し、健康局と連携して、発生後迅速に所管の保健 
所に報告し、市内外の保健所が調理事業者の調査にあたる体制を構築 

  
６ 食育の推進 
   生徒が中学校給食で適切に栄養摂取するために、食育を推進していく 
    ・食育を推進する部署及び担当者を全中学校において設置する 
    ・食に関する指導の年間指導計画を各校で作成 
    ・現在、中学校の栄養教諭は 8名しかおらず、小学校の栄養教諭と連携し、食に関

する指導を充実させる 
   
    






